
二 図書委員になって
月 日 道男

このあいだ転校していった水谷君のかわりに、僕が図書委員に
選挙された。きょうの自治会では、水谷君の手紙を読んだり、学
級文庫をよくすることを相談したりした。水谷君の手紙は、もう
ひとりの図書委員の中村まさ子さんが読みあげた。水谷君は、こ
んどいった学校の図書室や学級文庫のことを知らせたあとで、さ
っそく縣立図書館にお友だちと見学にいったときのことをくわし
く書いてくれていた。それは次のようである。縣立図書館は、公
園のなかにあります。おとなの入口と子どもの入口とは別になっ
ています。係の人に、先生からの手紙を出すと、それではおとな
のほうから案内してあげましょうといって、おとなの入口の方へ
つれていってくれました。おとなの方の入口で料金をはらって、
閲覧証という番号のついて用紙をもらいます。ぼくたちは、番号
のついていないのを一枚ずつ貸してもらいました。それには自分

の住所・氏名・職業・年れいな
どと、読みたい本の名を書くと
ころがありました。階段をのぼ
ると、引き出しのついた箱がい
くつもならべておあります。い
くにんもの人が引き出しをぬい
て、そのなかにあるカードで本
をさがしていました。ここは目
録室といって、借りたい本の名
がわかっている人には、その本
の番号を教え、しらべたいこと
がきまっていても、どんな本が
よいのかわからない人には、本
の名やその番号を教えてくれる
ところです。
本を書いた人の名前からも、

その図書館にある本をさがすこ
とができるそうです。係の人が何か見たい本がありますか、とい
われるので、ぼくは、いつか先生にみせていただいた「水産の話」
という本です、といったら、スの字の所を引いて、番号を教えて
くださいました。
ぼくたちは、その本の名と著者の名や番号を、さっきの閲覧証

に書いてみました。係の人はもうひとつの引き出しに、水産につ
いてのいろいろな本のカードがあることを教えてくださって、一



冊だけ見たい本を書いたのでは、その本をほかの人が借りている
場合もありますから、水産についての本を何冊か申しこむほうが
よいと、教えてくださいました。この用紙をもって、次の室の出
納係の所へ行きました。ここではおおぜいの人が、本をもってき
てくれるのを待っています。出納手の少年が、たくさんの本をか
かえて書庫から出てきました。出納係の人はそれを受け取ると、

閲覧証にあわせて、その
名をよんで、本を渡しま
す。案内の人はぼくたち
の閲覧証をもったまま、
事務室とのしきりになっ
ているひらき戸をあけて
中にはいりました。そし
てぼくたちにも、はいる
ようにいわれました。ぼ
くたちは、事務室をぬけ
て、書庫に案内されまし
た。大きな鉄のとびらが、
両方におもおもしくひら
かれています。書庫のな
かは暗くて、電燈がつい
ています。高い本だなが
何十とならんでいて、そ

のおもてにもうらにも、本がぎっしりと、よく整頓されてならべ
られています。古い新聞がひと月ごとにとじこまれていて、それ
が何枚かの、ぶあつい板のように、きちんと整理してある所もあ
りました。また、古い雑誌が製本してならべてある棚もありまし
た。本には、みな番号がついていて、その順にならんでいました。
係の人は「水産の本」を番号にあわせて、たなの上の方からさが
し出してみせてくださいました。いつかの本とおなじで、なつか
しい気がしました。「水産の話」をもとの所におさめてから、ぼく
たちは、書庫を出て事務室にいきました。まぶしいほど、急に明
かるく感じました。
事務室の人たちは、新しい本を注文して買ったり、いたんだ本

を修理させたり、本の目録をつくったり、本や閲覧者についての
各種の統計をつくったり、書だなの整理や本の虫ぼしをしたり、
館外貸出票の整理をしたり、思いがけないほどたくさんの仕事を
していることがわかりました。
ぼくたちが書庫を減額しているあいだに、出納手の少年が、何



度も何度もいききして、本を引き出していきました。はしごをあ
がったり、おりたり、重
い本を何冊もかかえて、
いそぎ足で歩きまわる仕
事は、ずいぶんつかれる
ことだろうと思いました。
夜学にいっている人も、
昼まは学校にいって、夜
働いている人もいるそう
です。図書館につとめて
いる人は、いくらでも本
が読めていいと思ってい
ましたが、なかなかそん
ななまやさしいことはな
さそうです。
事務室を出てから、お

となの閲覧室をのぞきま
した。大きな机にそれぞ
れスタンドがついていて、
たくさんの人が静かに本
を読んだり、書きものを

したりしていました。つかれたのか、いねむりをしている人もあ
りました。入口で閲覧証をかえして、公園に出ると、なんだかほ
っとしました。もう一度、子供の入口をとおって、児童閲覧室の
方へいきました。ここは、ぼくたちの世界で、たいそう明かるく
気持のよい室です。入口で料金をはらうこともいりません。閲覧
票は、係の人の机
の箱に入れてあります。本だなが事務室と閲覧室とのあいだにあ
って、ほしい本のあるなしがすぐわかります。
しかし、本だなのこちらがわに金あみがあるので、すぐとるわ

けにはいきません。やはりその本の番号や、名まえを閲覧票に書
きこんで、係の人に事務室の方からとってもらうのです。小さな
目録箱も用意してあって、金あみの本だなにない本で、ぼくたち
に読めそうな本が、
さがせるようになっています。
窓がわの本箱には、すぐとって読めるような本がきっしりとな

らべてあります。これは、閲覧票に書かずに読んでもよいのです。
三、四年生は、おもにこのほうを読むようです。
係の人は四人ほどいて、ときどきみんなの読んでいるようすを



みまわったり、どんな本をよんだらよいのかということの相談に
のってくれたりしています。ぼくは、館外貸出のし
かたをきいり、それに必要な申込用紙をもらったり
しました。
事務室にいってからは、図書室の始まり、日本の

図書館の数、外国の図書館のありさま、図書館を利
用する人たち、図書館で困ることなどについて、か
わるがわる筆問しました。みなさんやぼくのもう知
っていることもあったわけです。図書館で困ること
は、やはり本がなくなったり、本をよごしたり、そ
の一部分をきりとったりする人のあること、なかな
か買にくいこと、閲覧室がせまくて、希望する人全
部を、待たせないで入館させることのできないこと、
などということをききました。水谷君は、リンカン
伝と小公子の二冊の本をぼくたちの学級文庫に寄付
してくれた。そこで、ぼくから水谷君に礼状をあげ
ることになった。
学級文庫と交換すること、本をもっと増やすこと、

本の整理をすること、などもきまった。学級文庫の交換は、中村
さんと僕から、他の学級に話すことになっている。本を増やすに
は、学級で花を栽培し、これを売って、そのお金で本を買っては
どうか、という意見があって、本の修理は来週の工作の時間に、
のりと糸とあつ紙をもちよってすることになった。先生は図書部
の仕事はこれからいっそうたいせつになるといわれたが、ぼくも
みんなのためにしっかりやろうと決心した。


